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八王子市の旧医療刑務所の跡地に整備される交流拠点のイメージ
東京都八王子市で1世紀以上にわたり閉鎖空間となっていた広大な敷地が市民に開放される。2018年に閉所となった「八王子医療刑務所」の跡地開発が本格的に動き出した。市は緑あふれる「集いの拠点」となる公園として整備する方針で、市と契約したPFI（民間資金を活用した社会資本整備）の事業者は26年10月オープンの構想を表明した。

旧八王子医療刑務所は、全国に4カ所あった医療刑務所の一つ。一般の刑務所では収容できない専門的な医療行為を必要とする精神疾患のある受刑者らを収容していた。1878年に設立された八王子監獄署をルーツとし、1895年から現在の敷地で受刑者の更生や社会復帰をサポートしてきた。

2018年に東京都昭島市の国際法務総合センター内に東日本成人矯正医療センターとして移転して閉所し、120年以上に及んだ役目を終えた。敷地面積は5万2000平方メートル。JR八王子駅南口からほど近くの好立地にある国有地を市が購入し、跡地利用の検討を進めてきた。

「八王子医療刑務所の跡地を、市民に広く親しまれるサードプレイス（自宅、職場に次ぐ第三の居場所）にする」。集いの拠点の整備事業を担う八王子ミライテラスパートナーズの浮穴浩一代表は3月上旬の記者会見で整備構想を説明した。同社は大和ハウス工業傘下の大和リースを代表企業とする特別目的会社（SPC）だ。

集いの拠点は、山に囲まれた八王子の地形をイメージし、起伏を生かした美しい空間を演出する。ピクニックが楽しめる芝生広場やマルシェ（市場）を開催できるスペース、遊具を設置するエリアなどを整備する。

円形のデザインが特徴的な「メイン棟」に交流スペースや図書館機能を設ける。地上2階、地下1階の建物で、養蚕や織物で発展してきた八王子の歴史を発信するミュージアムなどが入る。多摩地域の山間部の木材を積極的に使用し、居心地のいい施設とする。

市によると、事業案の公募には2件の提案があった。同社の提案は豊かな自然など八王子らしさが生かされていた点が評価された。契約金額は約180億円。石森孝志市長は「八王子のシンボルとしてふさわしい提案をしてもらった」と期待する。事業者は今後、刑務所の解体、施設の整備を進め、開館から15年間の運営を担う。


「集いの拠点」に生まれ変わる東京都八王子市の旧医療刑務所
市は旧八王子医療刑務所の市民向け見学会を22年6月から開催。どんな施設かを参加者に知ってもらうとともに、跡地を交流拠点として整備する方針を説明してまちづくりの機運を高めてきた。

多摩地域には立川市と昭島市にまたがる国営昭和記念公園、武蔵野市と三鷹市の井の頭恩賜公園など、鉄道の駅近くに大規模な緑の空間を有するエリアが多い。八王子市は豊かな自然が特徴の一つだが、中心地のJR八王子駅周辺にはそうした空間がなかった。

駅から徒歩10分の住宅街にありながら、かつての医療刑務所は老朽化が進んでいて敷地は薄暗い雰囲気が漂っている。長く閉ざされてきた空間がどう変貌を遂げるのか、注目が集まる。（相松孝暢）





